
卒業生評価調査（2024 年度実施） 
 
調 査 目 的 より良い教育体制の構築や充実を図り、社会に貢献できる人材の育成を 

継続して行うことを目的として、３つのポリシーに基づく学習成果の獲 
得状況を確認する形式の調査を実施する。 

調査実施日  2024年 8月 9日～2024年 8月 30日 
調 査 対 象  2022年度栄養学部卒業生（卒業後満 1年経過）の就職先 
調 査 方 法  ・メールに記載の URLよりMicrosoft Formsにアクセスして回答。 

・郵送による調査用紙配布（学校、メールアドレスが確認できない企業等） 
調 査 件 数   メール送信 176件、郵送 151件 
調 査 内 容  下記、問 1～問 12 に対し 4 段階で評価を行う。また、問 13 については

自由記述による回答とする。 
 

問 1．一般的な知識・教養  
問 2．専門的な知識 
問 3．問題解決能力 
問 4．協調性 
問 5．仕事への適応能力 
問 6．リーダーシップ能力 
問 7．創造性 
問 8．自主性 
問 9．コミュニケーション能力 
問 10．調整力 
問 11．礼儀・マナー 
問 12．総合評価（採用に満足している） 
問 13．当該卒業生並びに本学教育に対するご意見、ご要望やご採用に 

あたっての感想等がございましたら、忌憚なくご記入ください。 
 
調査結果 問 1.～問 12. 
     別紙参照 
        
     問 13. 本学教育への意見、採用に関する感想等 

多くの卒業生が大学で学んだ専門知識とコミュニケーション能力を活かし、 
真面目に向上心を持って職務に取り組んでいるとの評価を得ている。 
マナーや常識を身につけているとの意見も複数得ており、社会人基礎力につ 
いても評価されている。しかし、早期退職をしているとの報告もあり、就職 
活動時のミスマッチを防ぐ等がこれからの支援目標と考えている。 



卒業生評価調査（2024年度実施）　調査結果

調査数 327 調査数 328

回答数 131 回答数 129

回答率 40.1% 回答率 39.3%

単位：件
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養
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問12
総合評価
（採用に満足してい
る）

ある/満足 86 68 54 102 94 27 38 68 87 64 102 107

ややある/やや満足 42 60 67 26 31 80 81 55 39 59 26 23

ややない/やや不満 3 3 9 2 6 21 10 7 4 7 2 1

ない/不満 0 0 1 1 0 3 1 0 1 1 1 0

無回答 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

合計 131 131 131 131 131 131 131 131 131 131 131 131

調査件数 ＜参考＞　昨年度調査件数
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卒業生評価調査（2024年度実施）調査結果

ある/満足

ややある/やや満足

ややない/やや不満

ない/不満

無回答

ある/満足、ややある/やや満足が90％以上を

占めている項目が12問中11問と多く、本学卒

業生の採用に関しては、概ね満足していただ

いていると考えている。

また、社会の期待に応えられる人材の育成の

ために、リーダーシップ能力、問題解決力、

創造性を高める指導をしていくことが、今後の

課題として挙げられる。
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